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柳沢・宮下（田エリア）座談会（２回目まとめ） 

１ 実施日時 
令和５年１２月２４日（日） ９：３０～１１：４０ 

 

２ 参加者 
柳沢・宮下土地改良組合組合員，東海村農業委員，東海村最適化推進委員，

東海村農業委員会事務局職員，東海村農業政策課職員  
計２５名 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）情報提供 
  以下の項目について，東海村職員が資料を用いて情報提供を行った。  

 
 ①基盤整備について            ②中間管理機構・ｅＭＡＦＦナビについて 

   

 
 

③水田の活用について                ④担い手への支援について

  
 

⑤有機農業・スマート農業について 
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 （２）１回目の座談会の意見を受けた地域計画（案）について 
   地域計画（案）の★の部分についてグループごとに意見交換を行った。 
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＜地域計画（案），目標地図（案）に対する参加者の意見＞ 
地域農業における現状及び課題（案）について 

・柳沢，宮下田エリアは自然災害を受けやすい。 

・相続等の関係から放棄地の管理をどうしていくか。 

・他の地域と比べて条件が悪い水田が多い。 

・南北の林地を耕作者が管理している現状がある。 

・抵当権等の問題から中間管理機構での契約ができない人もいる。 

・畑地化した場合の田の水利費の問題がある。 

・日照不足をどうするか。 

 

地域における農業の将来の在り方（案）について 

・エリア内をさらに区分けし，その区ごとに作物を分ける。 

・エリア内として持続可能な作物を考える。 

・土地の高低差を把握し，集約に繋げる。 

・中心的担い手の存在や考え，周囲の協力が必要。 

・新規担い手が借り，長く使える圃場整備を目指していく。 

 

農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

（案），農業者及び区域内の関係者が目標を達成するため取るべき必要な措置

（案）について 

・土地の基礎調査は必須である。 

・農家負担０での基盤整備を検討する。 

・兼業農家への機械購入の補助等が必要である。 

・中間管理機構による農地への集積に向け，水利組合内での同意が取れるよ

うにしていく。 

・収益性の向上が期待できる担い手を探す。 

・地権者含め，畑・田を維持する合意形成が必要。 

・大型機械のレンタルの取組み等が必要。 

 

目標地図（案）について 

 ・現在自作で耕作している方は出来る限り自作していく方向で考えていく。 

 ・地図としては，現状このままで，話し合いを進めながら変更していく。 

 ・基盤整備を前提として，現在案として出ている担い手Ａさん，担い手Ｂさ

ん中心にお願いする方向で考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


